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論文内容の要旨 
【目的】 
キセノン吸入 CT（Xe-CT）の使用によって肺換気領域が描出されると報告されている。Xe-CT は
肺の構造的および機能的異常を評価するのに有用である可能性がある。本研究では単回吸気Xe-CT
が従来の肺機能検査と相関するかどうかを評価することを目的とした。 
【方法】 
 11 例の COPD 患者を含む 26 例の患者は、Xe-CT および従来の肺機能検査を受けた。COPD 患者の
うち 3人が気管支拡張薬治療前と治療後に Xe-CT おより従来の肺機能検査を受けその効果を評価
した。 
Xe-CT の画像は、キセノン - 酸素混合ガスの単回吸気後の息止め中に dual-energy mode での
dual-source CT を撮影した。 
従来の CT を同時に生成する three-material decomposition による後処理によって得られた画
像およびキセノン濃度イメージ（Xe-CI）を含む。 
また Xe-CIにおけるピクセルをヒストグラムとして抽出し、ヒストグラムにおける Volume、Mean、
Mode と従来の呼吸機能検査におけるステータスに相関があるかを評価した。 
【結果】 
Xe-CI における低画素値領域は、従来の CT では低減衰領域として描写されていたが、Xe-CI の
低画素値領域が通常の CT では正常に表示されることがあった。 
 Xe-CI のピクセル値ヒストグラムの Volume は、VC および TLC と相関していた。ヒストグラムの
Mean と Mode は、VC、FEV1、FEV1％と相関し、およびより強く％FEV1 に相関していた。 気管支拡
張薬に使用により FEV1 の改善を認めた 2人の COPD 患者において、Mode および Voleme が増加し
た。  
Xe ガスの吸入による有害事象は全症例において認めなかった。 
【結論】 
Xe-CT は、従来の CT で検出できない換気異常を示した。 
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Xe-CT によって抽出される Mode、Mean および Volume は、肺機能を反映する。 
単回の Xe 吸気にて dual-energy CT 施行し、three-material decomposition で処理された Xe-CI
は、肺換気を定性的に表すことができる。 
 
